
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
織
田
信
長
の
甥
に
あ
た
る
織
田
七
右
兵
衛
尉
信
重
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
信
重
に
つ
い
て
は
、「
津
田
信
澄
」

と
い
う
氏
名
が
有
名
で
あ
り
、『
信
長
公
記
』・『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
な
ど
で
「
織
田
（
津
田
）
七
兵
衛
尉
信
澄
」
と
表
記
さ
れ
、
織
田
一
門

衆
と
し
て
の
活
躍
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
、
信
長
の
弟
勘
十
郎
信
行
の
子
に
当
た
る
と
し
、
父
の
死
後
、
そ
の
旧
臣

で
あ
っ
た
柴
田
勝
家
の
も
と
で
養
育
さ
れ
、
分
家
筋
の
津
田
名
字
を
称
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る（
１
）。
な
お
、
明
智
光
秀
の
娘
婿
と
も
さ
れ
、『
多

聞
院
日
記（
２
）』

な
ど
に
も
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、後
述
す
る
よ
う
に
発
給
文
書
や
関
連
文
書
で
は
「
信
重
」
し
か
確
認
で
き
ず
、正
確
に
は
「
織

田
七
右
兵
衛
尉
信
重
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る（
３
）。

よ
っ
て
本
稿
で
は
、
発
給
文
書
の
署
名
を
重
視
し
て
、「（
織
田
七
右
兵
衛

尉
）
信
重
」
と
表
記
し
て
い
き
た
い
。

　
信
重
に
つ
い
て
の
専
論
は
な
い
が
、
自
治
体
史
や
辞
典
類
で
事
績
の
紹
介
が
行
わ
れ
て
き
た
。
信
重
の
主
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
宇
野
日
出

生
氏（
４
）、
谷
口
克
広
氏（
５
）、
高
島
幸
次
氏（
６
）、
岡
田
正
人
氏（
７
）、
山
崎
布
美（
８
）等
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
谷
口
氏
に
つ
い
て
は
『
織
田
信
長
家
臣
人

名
辞
典
』（
以
下
『
辞
典
』
と
表
記
）
の
中
で
、
他
の
織
田
一
門
衆
と
と
も
に
比
較
的
詳
細
な
事
績
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら

先
行
研
究
に
学
び
つ
つ
、
織
田
家
家
中
に
お
け
る
織
田
信
重
の
政
治
的
な
地
位
、
役
割
に
つ
い
て
検
討
・
考
察
を
行
う
。
そ
し
て
、
織
田
一
門
研

究
お
よ
び
織
田
政
権
の
研
究
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
い
く
。な
お
信
重
は
本
能
寺
の
変
直
後（
天
正
十
年
六
月
五
日
）に
信
長
実
子
の
信
孝
ら
に
よ
っ

て
大
坂
城
内
で
殺
害
さ
れ
て
い
る（
９
）。

た
だ
し
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
本
能
寺
の
変
以
前
の
信
重
の
動
向
を
整
理
し
、
検
討
を
深
め
て
い
く
。

誉
　
田
　
航
　
平

織
田
七
右
兵
衛
尉
信
重
の
基
礎
的
研
究
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そ
れ
で
は
主
な
先
行
研
究
で
、
信
重
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
『
滋
賀
県
史
』
第
三
巻
で
は
、『
信
長
公
記
』
の
記
載
を
も
と
に
、
天
正
六
年
二
月
に
織
田
家
臣
の
磯
野
員
昌
が
信
長
の
命
に
背
い
て

逐
電
し
、「
高
島
郡
大
溝
城
は
織
田
信
澄
に
帰
し
て
い
る
」
と
評
価
し
た（

（1
（

。

　
宇
野
日
出
生
氏
は
天
正
二
年
三
月
に
信
長
の
す
す
め
に
よ
っ
て
磯
野
員
昌
の
養
子
と
な
り
、
近
江
の
佐
和
山
城
に
居
住
し
た
と
捉
え
た
。
ま

た
信
重
の
近
江
国
高
島
郡
の
支
配
に
つ
い
て
は
「
織
田
信
重
書
状
」（「
山
本
家
文
書
」）
な
ど
を
検
討
し
、「
信
澄
が
養
父
員
昌
に
か
わ
っ
て
、

そ
の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
」
と
評
価
し
た
。

　
谷
口
克
広
氏
は
、
磯
野
氏
養
子
入
り
に
つ
い
て
、『
兼
見
卿
記
』
で
、
磯
野
員
昌
が
出
奔
し
た
時
期
（
天
正
六
年
）
よ
り
前
か
ら
、
近
江
高

島
郡
に
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
そ
の
説
は
信
じ
ら
れ
る
」
と
評
価
し
た
。
天
正
六
年
以
降
か
ら
、
磯
野
よ
り
、
高
島
郡
の
一
職
支
配
権
を

獲
得
し
た
と
評
価
し
た
。
ま
た
『
辞
典
』
で
は
信
重
に
関
す
る
事
蹟
が
詳
し
く
集
積
さ
れ
て
い
る
。

　
高
島
幸
次
氏
は
天
正
四
年
頃
、
磯
野
員
昌
は
養
子
の
織
田
信
重
に
家
督
を
譲
っ
た
と
し
た
。
家
督
相
続
後
し
ば
ら
く
は
員
昌
・
信
重
で
分
割

統
治
を
行
い
、
天
正
六
年
二
月
の
員
昌
逐
電
に
よ
り
、
信
重
は
高
島
郡
の
一
郡
支
配
を
命
じ
ら
れ
た
と
す
る
。

　
岡
田
正
人
氏
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
あ
る
永
禄
七
年
に
信
重
が
元
服
し
た
と
す
る
記
載
を
「
訛
伝
」
と
評
価
し
た
。
天
正
三
年
ま
で
に

元
服
を
遂
げ
、
越
前
一
向
一
揆
攻
め
に
て
、
初
陣
を
務
め
た
と
評
価
し
た
。
同
四
年
正
月
十
四
日
以
前
に
近
江
に
所
領
を
あ
て
が
わ
れ
、
同
六

年
二
月
に
磯
野
員
昌
の
跡
職
を
継
承
し
、
こ
の
頃
に
明
智
光
秀
の
娘
を
娶
っ
た
と
推
測
さ
れ
た
。

　
山
崎
布
美
氏
は
、
信
長
に
よ
っ
て
、
織
田
名
字
が
称
号
化
さ
れ
る
過
程
を
研
究
さ
れ
、
そ
の
一
事
例
と
し
て
、
信
重
を
取
り
あ
げ
た
。
信
重

は
元
服
後
、「
津
田
」
を
名
乗
っ
た
と
し
、
信
重
弟
の
勝
三
郎
も
津
田
名
字
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。『
信
長
公
記
』
で
は
当
初
「
津
田
坊
・

津
田
七
兵
衛
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
巻
十
二
（
天
正
七
年
）
以
降
は
織
田
名
字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。『
信
長
公
記
』
で
織
田・

津
田
名
字
が
し
ば
し
ば
同
義
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
同
一
人
物
へ
の
両
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
あ
ろ
う
、
と
し
た
。
な
お
天
正
七
年
に

織
田
名
字
を
名
乗
っ
た
可
能
性
が
高
い
理
由
に
、
磯
野
員
昌
よ
り
、
高
島
郡
の
一
職
支
配
権
を
獲
得
し
た
こ
と
を
あ
げ
た
。

　
以
上
、
主
な
先
行
研
究
を
確
認
す
る
と
、
信
重
の
元
服
時
期
、
信
重
が
津
田
名
字
を
称
し
た
か
、
磯
野
員
昌
へ
の
養
子
入
り
を
し
た
か
、
近

江
国
高
島
郡
の
領
域
支
配
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
、な
ど
で
見
解
に
相
違
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
、課
題
と
な
り
う
る
。
ま
た『
信
長
公
記
』
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を
あ
る
程
度
前
提
と
す
る
議
論
が
多
く
、
同
時
代
史
料
を
軸
に
検
討
し
直
す
必
要
性
が
生
じ
る
と
も
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
信
重

の
発
給
文
書
・
関
連
史
料
を
全
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
記
載
内
容
の
検
討
・
考
察
や
無
年
号
史
料
の
年
次
比
定
な
ど
を
行
い
、
基
礎
的
研

究
の
充
実
化
を
図
る
も
の
と
し
た
い
。

　
最
後
に
織
田
信
重
の
発
給
文
書
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
管
見
の
限
り
、
信
重
の
発
給
文
書
は
四
通
存
在
し
、
天
正
四
年
〜
九
年
に

か
け
て
存
在
す
る
（
以
下
、【
表
１
】
№
～
と
表
記
）。
こ
の
ほ
か
関
連
史
料
は
、『
信
長
公
記
』
を
除
け
ば
、
十
四
点
存
在
す
る
。
加
え
て
『
信

長
公
記
』
に
散
見
さ
れ
る
信
重
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
二
十
二
点
ほ
ど
検
出
で
き
る
（
以
下
【
表
２
】
№
～
と
表
記
）。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　

織
田
信
重
の
元
服
時
期
と
そ
の
動
向

　
最
初
に
信
重
の
初
見
史
料
は
『
天
王
寺
屋
会
記
（
津
田
宗
及
日
記
）』
天
正
二
（
一
五
七
四
）
年
二
月
三
日
条（

（1
（

に
、殿
様
（
信
長
）
の
「
御
通
役
」

と
し
て
登
場
す
る
（【
表
１
】
№
１
）。
記
事
に
は
「
御
通　
御
坊
様　
但
殿
様
ノ
姪
御
様
也　
勘
十
郎
殿
御
子
息
也
」
と
あ
り
、「
御
通
り
ハ

御
茶
筅
様　
殿
様
ノ
御
子
息
様
也
」
と
い
う
記
載
も
あ
る
た
め
、
御
茶
筅
（
＝
織
田
信
雄
）
と
同
等
の
役
割
を
担
い
、
対
等
な
敬
称
が
用
い
ら

れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
、
信
重
の
幼
名
を
「
坊
丸
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
信
長
公
記
』
に
よ
れ
ば
、

蘭
奢
待
切
り
取
り
に
際
し
て
、そ
の
奉
行
の
末
尾
に
「
津
田
坊
」
と
い
う
人
物
が
お
り
、谷
口
氏
は
信
重
（
御
坊
）
と
同
一
視
し
て
い
る
（【
表

２
】
№
１
）。
た
だ
し
、『
信
長
公
記（

（1
（

』
巻
九
（
天
正
四
年
四
月
朔
日
条
）
に
も
「
津
田
坊
」
が
み
ら
れ
る
（【
表
２
】
№
３
）。
し
か
し
『
信
長

公
記
』
巻
八
（
天
正
三
年
八
月
十
五
、十
八
日
条
）
に
は
既
に
「
津
田
信
澄
」
と
し
て
登
場
し
、
越
前
一
向
一
揆
攻
撃
に
従
軍
し
て
い
る
（【
表

２
】
№
２
）。
そ
の
た
め
、
津
田
坊
を
信
重
と
同
一
視
す
べ
き
か
は
検
討
を
要
す
る
。

　
続
い
て
、
信
重
の
元
服
時
期
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
信
重
は
、
天
正
三
年
九
月
に
「
七
兵
衛
尉
」
と
し
て
活
動
が
確
認
で
き
る
。

【
史
料
一
】　
『
兼
見
卿
記
』　
天
正
三
年
九
月
廿
五
、
廿
七
日
条（

（1
（

　
　
廿
五
日
、�

庚
申
、
未
明
御
茶
湯
果
子
以
下
用
意
、
辰
刻
一
条
寺
へ
鷹
山
也
、
御
茶
湯
果
子
、
焼
栗
・
豆
ア
メ
・
蜜
柑
・
柿
・
塩
引
・
山
芋
、

列
率
衆
へ
焼
餅
五
百
持
参
、
午
刻
於
赤
山
御
茶
、
各
列
率
衆
賜
之
、
予
可
罷
皈
之
旨
信
長
被
申
之
間
皈
也
、
七
兵
衛
尉
・
村
井
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【
表
１
】
織
田
信
重
関
係
史
料
一
覧
表

№

史
料
名

年
月
日

差
出

宛
所

所
蔵
先

１
『
天
王
寺
屋
会
記　

他
会
記
』

天
正
２
（
1
5
7
4
）
年
２
月
３
日

『
天
王
寺
屋
会
記
』

２
『
兼
見
卿
記
』

天
正
３
（
1
5
7
5
）
年
９
月
25
日

『
兼
見
卿
記
』

３
『
兼
見
卿
記
』

天
正
３
（
1
5
7
5
）
年
９
月
27
日

『
兼
見
卿
記
』

４
『
兼
見
卿
記
』

天
正
４
（
1
5
7
6
）
年
１
月
18
日

『
兼
見
卿
記
』

５

善
法
寺
堯
清
書
状

（
天
正
４
／
1
5
7
6
年
）
３
月
７
日

堯
清
（
花
押
）

織
田
七
兵
衛
尉
殿

菊
大
路
家
文
書

６

織
田
信
重
書
状
写

天
正
４
年
（
1
5
7
6
）
12
月
10
日

信
重　

御
判

船
木
朽
木
商
人
中

山
本
家
文
書

７

織
田
信
重
書
状

天
正
５
年
（
1
5
7
7
）
閏
７
月
３
日

七
兵
信
重
（
花
押
）

横
江
崇
善
寺
座
下

『
高
島
郡
誌
』

８
『
天
王
寺
屋
会
記　

自
会
記
』

天
正
６
年
（
1
5
7
8
）
９
月
30
日

『
天
王
寺
屋
会
記
』

９
『
兼
見
卿
記
』

天
正
７
年
（
1
5
7
9
）
３
月
４
日

『
兼
見
卿
記
』

10
『
兼
見
卿
記
』

天
正
８
年
（
1
5
8
0
）
８
月
３
日

『
兼
見
卿
記
』

11

織
田
信
重
書
状

（
天
正
８
／
1
5
8
0
年
）
11
月
１
日

七
右
兵
衛
尉

信
重
（
花
押
）

諸
寺
代　

大
雄
房

回
報

「
京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
」

12

堀
田
秀
勝
副
状

（
天
正
８
／
1
5
8
0
年
）
11
月
１
日

堀
田
弥
次
左
衛
門
尉

秀
勝
（
花
押
）

諸
寺
代　

大
雄
房

尊
答

「
京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
」

13
『
天
王
寺
屋
会
記　

他
会
記
』

天
正
８
年
（
1
5
8
0
）
11
月
26
日

『
天
王
寺
屋
会
記
』

14
『
蓮
成
院
記
録
』

天
正
９
年
（
1
5
8
1
）
１
月
６
日

『
蓮
成
院
記
録
』

15
『
天
王
寺
屋
会
記　

他
会
記
』

天
正
９
年
（
1
5
8
1
）
６
月
３
日

『
天
王
寺
屋
会
記
』

16

織
田
信
重
書
状
写

天
正
９
年
（
1
5
8
1
）
９
月
８
日

信
重
（
花
押
影
）

今
津
地
下
人

川
原
林
文
書

17

堀
田
秀
勝
書
状

天
正
４
〜
10
（
1
5
7
6
〜
82
）
年

４
月
３
日

堀
田
弥
次
左　

秀
勝
（
花
押
）

保
勘
左

太
夫
ま
い
る
御
宿
所

山
本
家
文
書

18

織
田
信
孝
書
状

（
年
未
詳
）
３
日

信
孝
（
花
押
）

七
兵
衛
様　

御
宿
所

泰
巌
歴
史
美
術
館
所
蔵
文
書

164駒沢史学101号（2023）



【
表
２
】
織
田
信
重
一
覧
（『
信
長
公
記
』）

№

巻
数

元
号

年

西
暦

月

日

氏
名

備
考（
信
重
の
動
向
）

１

７

天
正

２
年

１
５
７
４

３
月

27
日

津
田
坊

蘭
奢
待
の
切
り
取
り
に
際
し
て
、
奉
行
の
一
人
に「
津
田
坊
」が
み
ら
れ
る
。

２

８

天
正

３
年

１
５
７
５

８
月

15
日

津
田
七
兵
衛
信
澄

越
前
一
向
一
揆
攻
撃
の
軍
の
中
に
あ
り
。
な
お
織
田
家
一
門
に
は「
神
戸
信

孝
・
津
田
七
兵
衛
信
澄
・
織
田
上
野
守
・
北
畠
中
納
言
」の
順
で
み
ら
れ
る
。

３

９

天
正

４
年

１
５
７
６

４
月

４
日

津
田
坊

安
土
城
普
請
に
際
し
て
、
津
田
坊
は
大
石
を
安
土
山
の
麓
ま
で
寄
せ
よ
う
と

し
た
が
、
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

４

８

天
正

３
年

１
５
７
５

８
月

18
日

津
田
七
兵
衛

柴
田
修
理
・
惟
住
五
郎
左
衛
門
・
津
田
七
兵
衛
の
三
人
に
よ
り
鳥
羽
城
を
攻

め
落
と
し
、
５
～
6
0
0
人
の
将
兵
を
切
り
捨
て
た
。

５

11

天
正

６
年

１
５
７
８

２
月

３
日

津
田
七
兵
衛
信
澄

磯
野
丹
波
が
の
逐
電
に
際
し
、
所
領
で
あ
る
近
江
国
高
島
郡
の
支
配
権
を
津

田
七
兵
衛
に
申
し
付
け
た
。

６

11

天
正

６
年

１
５
７
８

４
月

４
日

津
田
七
兵
衛
信
澄

大
坂
表
に
織
田
信
忠
を
大
将
と
す
る
軍
に
み
ら
れ
る
、
６
日
ま
で
石
山
本
願

寺
を
包
囲
し
、麦
苗
を
薙
ぎ
捨
て
帰
陣
し
た
。人
名
な
ど
は「
三
位
中
将
信
忠
・

尾
濃
勢
州
・
北
畠
信
雄
・
織
田
上
野
守
・
神
戸
三
七
信
孝
・
津
田
七
兵
衛
・

滝
川
左
近
・
惟
任
日
向
守
・
蜂
屋
兵
庫
頭
・
惟
住
五
郎
左
衛
門
・
江
州
・
若

州
」の
順
番
。

７

11

天
正

６
年

１
５
７
８

６
月

29
日

津
田
七
兵
衛

播
磨
国
兵
庫
・
明
石
・
高
砂
間
の
対
海
賊
警
固
と
し
て
、
津
田
七
兵
衛
・
山

城
衆
に
加
え
万
見
仙
千
代
を
派
遣
し
た
。

８

11

天
正

６
年

１
５
７
８

８
月

15
日

津
田
七
兵
衛
信
澄

近
江
国
、
京
都
の
相
撲
取
り
を
始
め
1
5
0
0
人
が
安
土
へ
集
め
ら
れ
、
相

撲
が
執
り
行
わ
れ
た
。
奉
行
は「
津
田
七
兵
衛
信
澄
・
堀
久
太
郎
・
万
見
仙

千
代
・
村
井
作
右
衛
門
・
青
地
与
右
衛
門
・
後
藤
喜
三
郎
・
布
施
藤
九
郎
・

蒲
生
忠
三
郎
・
永
田
刑
部
少
輔
・
阿
閉
孫
五
郎
」の
順
。
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№

巻
数

元
号

年

西
暦

月

日

氏
名

備
考（
信
重
の
動
向
）

９

11

天
正

６
年

１
５
７
８

11
月

18
日

津
田
七
兵
衛
信
澄

茨
木
総
持
寺
に
信
長
が
御
出
で
の
際
、
津
田
七
兵
衛
信
澄
ら
に
茨
木
の
小
口

を
抑
え
さ
せ
た
。

10

11

天
正

６
年

１
５
７
８

11
月

27
日

津
田
七
兵
衛
信
澄

中
川
瀬
兵
衛
が
古
池
田
の
信
長
の
も
と
へ
伺
候
し
た
際
、「
信
長
・
信
忠
・

信
雄
・
信
孝
・
信
澄
」か
ら
褒
美
を
下
賜
さ
れ
る
。
信
澄
は
御
腰
物
を
与
え
る
。

11

11

天
正

６
年

１
５
７
８

12
月

11
日

津
田
七
兵
衛
信
澄

伊
丹
城
攻
め
に
際
し
、信
長
は
所
々
に
付
け
城
の
建
設
を
命
じ
た
。
そ
の
内
、

津
田
七
兵
衛
信
澄
は
郡
山
を
担
当
し
た
。

12

12

天
正

７
年

１
５
７
９

４
月

８
日

織
田
七
兵
衛
信
澄

播
磨
へ「
越
前
衆
不
破
・
前
田
・
佐
々
・
原
・
金
森
・
織
田
七
兵
衛
信
澄
・

堀
久
太
郎
」が
出
陣
し
た
。
な
お
、
信
澄
の「
織
田
名
字
」表
記
が
現
れ
た
初

見
で
あ
る
。

13

12

天
正

７
年

１
５
７
９

５
月

中
旬

織
田
七
兵
衛
信
澄

安
土
宗
論
に
際
し
、
寺
中
御
警
固
と
し
て「
織
田
七
兵
衛
信
澄
・
菅
屋
九
右

衛
門
・
矢
部
善
七
郎
・
堀
久
太
郎
・
長
谷
川
竹
」を
任
命
し
た
。

14

12

天
正

７
年

１
５
７
９

11
月

19
日

織
田
七
兵
衛
信
澄

荒
木
久
左
衛
門
が
妻
子
を
残
し
尼
崎
へ
退
去
し
た
際
、
信
長
は
織
田
七
兵
衛

信
澄
を「
伊
丹
城
中
警
固
」と
し
て
入
城
さ
せ
、
櫓
の
御
番
を
仰
せ
つ
け
た
。

15

13

天
正

８
年

１
５
８
０

２
月

27
日

津
田
七
兵
衛
信
澄

信
長
が
山
崎
に
御
成
り
し
た
際
、
津
田
七
兵
衛
信
澄
・
塩
河
伯
耆
・
惟
住
五

郎
左
衛
門
を
兵
庫
へ
派
兵
さ
せ
た
。
な
お
例
外
的
に「
津
田
名
字
」表
記
に

戻
っ
て
い
る
。

16

13

天
正

８
年

１
５
８
０

５
月

７
日

織
田
七
兵
衛
信
澄

安
土
の
江
堀
・
舟
入
・
道
築
の
普
請
が
終
わ
る
と
、
信
長
は
惟
住
五
郎
左
衛

門
長
秀
・
織
田
七
兵
衛
信
澄
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
在
所
へ
戻
り
用
事
を
申
し

付
け
た
。
信
澄
は
高
島
郡
へ
、
長
秀
は
佐
和
山
へ
向
か
っ
た
。
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№

巻
数

元
号

年

西
暦

月

日

氏
名

備
考（
信
重
の
動
向
）

９

11

天
正

６
年

１
５
７
８

11
月

18
日

津
田
七
兵
衛
信
澄

茨
木
総
持
寺
に
信
長
が
御
出
で
の
際
、
津
田
七
兵
衛
信
澄
ら
に
茨
木
の
小
口

を
抑
え
さ
せ
た
。

10

11

天
正

６
年

１
５
７
８

11
月

27
日

津
田
七
兵
衛
信
澄

中
川
瀬
兵
衛
が
古
池
田
の
信
長
の
も
と
へ
伺
候
し
た
際
、「
信
長
・
信
忠
・

信
雄
・
信
孝
・
信
澄
」か
ら
褒
美
を
下
賜
さ
れ
る
。
信
澄
は
御
腰
物
を
与
え
る
。

11

11

天
正

６
年

１
５
７
８

12
月

11
日

津
田
七
兵
衛
信
澄

伊
丹
城
攻
め
に
際
し
、信
長
は
所
々
に
付
け
城
の
建
設
を
命
じ
た
。
そ
の
内
、

津
田
七
兵
衛
信
澄
は
郡
山
を
担
当
し
た
。

12

12

天
正

７
年

１
５
７
９

４
月

８
日

織
田
七
兵
衛
信
澄

播
磨
へ「
越
前
衆
不
破
・
前
田
・
佐
々
・
原
・
金
森
・
織
田
七
兵
衛
信
澄
・

堀
久
太
郎
」が
出
陣
し
た
。
な
お
、
信
澄
の「
織
田
名
字
」表
記
が
現
れ
た
初

見
で
あ
る
。

13

12

天
正

７
年

１
５
７
９

５
月

中
旬

織
田
七
兵
衛
信
澄

安
土
宗
論
に
際
し
、
寺
中
御
警
固
と
し
て「
織
田
七
兵
衛
信
澄
・
菅
屋
九
右

衛
門
・
矢
部
善
七
郎
・
堀
久
太
郎
・
長
谷
川
竹
」を
任
命
し
た
。

14

12

天
正

７
年

１
５
７
９

11
月

19
日

織
田
七
兵
衛
信
澄

荒
木
久
左
衛
門
が
妻
子
を
残
し
尼
崎
へ
退
去
し
た
際
、
信
長
は
織
田
七
兵
衛

信
澄
を「
伊
丹
城
中
警
固
」と
し
て
入
城
さ
せ
、
櫓
の
御
番
を
仰
せ
つ
け
た
。

15

13

天
正

８
年

１
５
８
０

２
月

27
日

津
田
七
兵
衛
信
澄

信
長
が
山
崎
に
御
成
り
し
た
際
、
津
田
七
兵
衛
信
澄
・
塩
河
伯
耆
・
惟
住
五

郎
左
衛
門
を
兵
庫
へ
派
兵
さ
せ
た
。
な
お
例
外
的
に「
津
田
名
字
」表
記
に

戻
っ
て
い
る
。

16

13

天
正

８
年

１
５
８
０

５
月

７
日

織
田
七
兵
衛
信
澄

安
土
の
江
堀
・
舟
入
・
道
築
の
普
請
が
終
わ
る
と
、
信
長
は
惟
住
五
郎
左
衛

門
長
秀
・
織
田
七
兵
衛
信
澄
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
在
所
へ
戻
り
用
事
を
申
し

付
け
た
。
信
澄
は
高
島
郡
へ
、
長
秀
は
佐
和
山
へ
向
か
っ
た
。

№

巻
数

元
号

年

西
暦

月

日

氏
名

備
考（
信
重
の
動
向
）

17

14

天
正

９
年

１
５
８
１

１
月

15
日

織
田
七
兵
衛
信
澄

左
義
長
に
際
し
、
御
一
門「
北
畠
中
将
信
雄
・
織
田
上
野
守
信
兼
・
織
田

三
七
信
孝
・
織
田
源
五
・
織
田
七
兵
衛
信
澄
」ら
も
参
加
し
た
。

18

14

天
正

９
年

１
５
８
１

２
月

28
日

同（
織
田
）七
兵
衛
信
澄

御
馬
揃
に
際
し
、
御
連
枝
の
御
衆「
中
将
信
忠
卿
・
馬
乗
八
十
騎
・
美
濃
衆
・

尾
張
衆
、
北
畠
中
将
信
雄
馬
乗
三
十
騎
・
伊
勢
衆
、
織
田
上
野
守
信
兼
・
馬

乗
十
騎
、
同
三
七
信
孝
・
馬
乗
十
騎
、
同
七
兵
衛
信
澄
・
馬
乗
十
騎
、
同
源

五
、
同
又
十
郎
、
同
勘
七
郎
、
同
中
根
、
同
竹
千
代
、
同
周
防
、
同
孫
十
郎
」

が
参
加
し
た
。
馬
乗
の
数
は「
信
包
・
信
孝
・
信
澄
」が
同
等
で
あ
り
、
対
等

の
地
位
に
あ
っ
た
か
。

19

14

天
正

９
年

１
５
８
１

５
月

10
日

織
田
七
兵
衛
信
澄

和
泉
国
槇
尾
寺
坊
舎
に
対
し
、
織
田
七
兵
衛
信
澄
・
蜂
屋
兵
庫
・
堀
久
太
郎
・

宮
内
卿
法
印
・
惟
住
五
郎
左
衛
門
長
秀
は
検
分
の
上
、
一
部
は
接
収
、
一
部

は
破
壊
し
た
。
ま
た
堀
久
太
郎
検
使
の
元
、
そ
の
外
伽
藍
・
寺
庵
僧
坊
・
経

巻
・
一
宇
残
さ
ず
、
焼
き
払
っ
た
。

20

14

天
正

９
年

１
５
８
１

10
月

９
日

織
田
七
兵
衛
信
澄

伊
賀
国
御
見
物
と
し
て
、「
岐
阜
中
将
信
忠
・
織
田
七
兵
衛
信
澄
」が
御
同
道

し
た
。
な
お
同
日
、
伊
賀
国
飯
道
寺
に
信
長
も
入
っ
た
。

21

15

天
正

10
年

１
５
８
２

３
月

19
日

織
田
七
兵
衛
信
澄

武
田
攻
め
に
際
し
、
信
長
は
諏
訪
法
花
寺
に
陣
を
移
し
た
上
で
、
織
田
七
兵

衛
信
澄
ら
諸
手
に
陣
取
り
を
命
じ
た
。

22

15

天
正

10
年

１
５
８
２

５
月

21
日

織
田
七
兵
衛
信
澄

家
康
の
上
洛
に
際
し
、
信
長
は
織
田
七
兵
衛
信
澄
・
惟
住
五
郎
左
衛
門
に
対

し
、
大
坂
に
て
家
康
の
接
待
を
命
じ
る
。
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専
次
馳
走
也
、
別
而
仕
合
了

　
　
　
　
　
　

�

廿
七
日
、
壬
戌
、
七
兵
衛
尉
へ
為
礼
罷
向
了
、
出
頭
也
、
直
ニ
信
長
へ
罷
出
、
暫
面
之
広
間
ニ
在
之
、
七
兵
衛
尉
退
出
之
砌
申
礼
、

次
信
長
へ
小
皷
之
徴
五
懸
進
上
之
、七
兵
衛
尉
披
露
也
、一
昨
日
鷹
山
之
時
御
茶
湯
持
参
之
礼
、只
今
徴
之
御
礼
懇
承
、雁
一
賜
之
也
、

【
史
料
二
】　�『
兼
見
卿
記
』　
天
正
四
年
正
月
十
八
日
条

　
　
　
　
　

�
十
八
日
、
壬
子
、
自
高
嶋
七
兵
衛
尉
上
洛
、
今
度
丹
州
之
義
為
見
舞
下
向
云
々
、
北
白
川
在
陣
也
、
罷
向
申
礼
、
ユ
カ
ケ
一
具
持

参
、
奏
者
又
右
衛
門
五
明
二
本
遣
之
、
面
会
、

　
【
史
料
一
】【
史
料
二
】
は
京
都
吉
田
神
社
の
神
官
で
公
家
の
吉
田
兼
見
（
吉
田
兼
和
）
の
日
記
で
あ
る
。【
史
料
一
】
の
天
正
三
年
九
月
廿

五
日
条
に
は
、
信
重
は
村
井
専
次
（
村
井
貞
勝
の
一
族
）
と
並
び
、
吉
田
兼
見
と
信
長
の
対
面
を
取
り
次
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、

廿
七
日
条
で
は
、
兼
見
自
身
が
廿
五
日
の
礼
と
し
て
赴
き
、
信
長
と
対
面
し
、
信
長
へ
「
小
皷
之
徴
五
懸
」
を
進
上
す
る
際
に
、
信
重
が
披
露

を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
信
長
と
兼
見
を
取
り
次
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
元
服
時
期
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
。
ま
ず
『
天
王
寺
屋
会
記
』
の
天
正
二
年
時
点
で
「
御
坊
」
と
幼
名
呼
び
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
重
は
天
正
二
年
二
月
三
日

～
三
年
九
月
二
十
五
日
の
間
に
は
、
元
服
を
済
ま
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
谷
口
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
兼
見
と
の
取
次
を
元
亀
四

年
ま
で
は
織
田
信
広
（
信
長
の
異
母
兄
）
が
務
め
て
お
り
、
信
長
と
将
軍
足
利
義
昭
と
の
和
睦
の
使
者
も
務
め
、
天
正
二
年
に
信
広
は
戦
死
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。【
史
料
一
】
は
信
広
戦
死
の
翌
年
の
記
録
で
あ
る
た
め
、
筆
者
は
信
重
が
伯
父
信
広
の
役
割
の
一
部
（
吉

田
兼
見
と
の
取
次
）
を
継
承
し
た
と
指
摘
し
た
い
。

　
続
い
て
、【
史
料
二
】
で
は
信
重
が
「
丹
州
之
義
」
の
見
舞
い
と
称
し
て
、
近
江
国
高
島
郡
か
ら
上
洛
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
北
白
川
ま
で

在
陣
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
軍
勢
を
引
き
連
れ
て
、
上
洛
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
信
重
は
天
正
四
年
正
月
十
八
日
段
階
で
、
す
で
に
高
島
郡
内

か
ら
軍
勢
を
集
め
、
軍
勢
を
指
揮
す
る
権
限
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
谷
口
氏
は
【
史
料
二
】
の
「
丹
州
之
義
」
を
明
智
光
秀
の
丹
波

攻
め
の
こ
と
で
あ
る
と
捉
え
、
光
秀
の
見
舞
い
の
た
め
に
上
洛
し
た
と
評
価
し
て
い
る（

（1
（

。
信
重
が
明
智
光
秀
の
娘
婿
と
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て

は
、同
時
代
史
料
や『
信
長
公
記
』で
さ
え
明
確
で
は
な
い
た
め
、【
史
料
二
】時
点
で
の
両
者
の
関
係
性
を
積
極
的
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
光
秀
へ
の
援
軍
で
は
な
く
「
見
舞
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
密
接
な
関
係
性
を
窺
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。
ま
た
【
史
料
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二
】
の
記
載
か
ら
、
天
正
四
年
正
月
時
点
で
、
伯
父
信
長
の
元
を
離
れ
、
高
島
郡
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
な
お
信
重
の
高
島

郡
支
配
に
つ
い
て
は
、
次
の
節
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二　

織
田
信
重
の
高
島
郡
支
配

　
本
節
で
は
信
重
に
よ
る
高
島
郡
支
配
に
関
し
て
考
察
・
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
は
そ
の
前
提
と
し
て
、
磯
野
員
昌
（
磯
野
丹
波
守
員
昌
）
の

高
島
郡
支
配
か
ら
検
討
を
行
う
。
磯
野
員
昌
は
、
近
江
浅
井
氏
の
家
臣
で
あ
り
、
佐
和
山
城
に
籠
城
し
て
織
田
方
と
交
戦
し
て
い
た
。
元
亀
二

（
一
五
七
一
）
年
二
月
二
十
四
日
、
磯
野
丹
波
守
員
昌
が
佐
和
山
城
を
明
け
渡
し
、
織
田
方
へ
降
伏
し
た
こ
と
が
高
島
郡
支
配
の
契
機
と
な
る（

（1
（

。

員
昌
の
降
伏
後
、織
田
家
臣
の
丹
羽
長
秀
が
佐
和
山
城
代
と
し
て
入
城
し
、員
昌
は
高
島
郡
に
領
地
替
え
と
な
っ
た
。元
亀
二
年
比
定
二
月
十
七
日
、

二
十
日
付
け
「
丹
羽
長
秀
書
状
」（
近
江
国
堅
田
諸
侍
衆
宛
て
）
の
二
通
（
（1
（

に
は
、
①
織
田
方
の
堅
田
諸
侍
衆
に
対
し
、
高
島
郡
に
員
昌
の
一
行
百

隻
が
湖
岸
「
松
原
通
」
を
通
過
す
る
た
め
、
粗
略
に
せ
ず
、
馳
走
す
べ
き
こ
と
、
②
念
入
り
に
早
船
と
し
て
磯
丹
（
員
昌
）
の
人
質
を
送
る
の
で
、

異
議
無
き
よ
う
に
申
し
付
け
る
、
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
丹
羽
長
秀
が
高
島
郡
、
滋
賀
郡
堅
田
に
影
響
力
を
持
ち
、
員
昌
の
高
島
郡
行
き
の
差

配
を
し
て
い
た
こ
と
、員
昌
が
元
亀
二
年
二
月
時
点
で
高
島
郡
に
入
部
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
高
島
幸
次
氏
は
、員
昌
が
高
島
郡
内
の
支
配
を
行
っ

た
の
は
高
島
郡
か
ら
浅
井
勢
が
一
掃
さ
れ
た
天
正
元
年
の
新
庄
城
へ
の
本
拠
地
移
転
か
ら
だ
と
評
価
し
て
い
る（

（1
（

。
天
正
元
年
八
月
、
信
長
は
高
島

郡
の
領
主
多
胡
氏
の
本
領
安
堵
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
新
知
行
に
つ
い
て
は
「
磯
野
方
」
に
申
し
つ
け
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
以
後
員
昌

は
天
正
四
年
ま
で
、
高
島
郡
内
の
寺
社
や
郷
村
へ
の
文
書
発
給
を
行
っ
て
い
る（

（1
（

。
員
昌
の
終
見
史
料
は
天
正
四
年
九
月
十
二
日
に
饗
庭
百
姓
中
に

宛
て
た
「
磯
野
員
昌
書
状
」
で
あ
り
、
高
島
郡
内
の
善
積
庄
・
木
津
庄
の
境
界
線
を
め
ぐ
る
相
論
を
裁
定
し
て
い
る（

（2
（

。

　
信
重
に
つ
い
て
は
、
元
亀
三
年
三
月
十
六
日
、
信
重
が
高
島
郡
内
の
酒
波
寺
を
焼
き
討
ち
に
し
た
と
い
う
同
寺
の
所
伝
が
知
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

し
か
し
、
信
重
を
「
信
長
公
の
舎
弟
織
田
七
兵
衛
信
澄
」
と
表
記
す
る
な
ど
、
事
実
関
係
に
問
題
が
み
ら
れ
る
。
加
え
て
信
重
の
元
服
は
天
正

期
か
ら
で
あ
る
た
め
、
誤
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
い
。
高
島
郡
に
関
係
す
る
史
料
は
【
史
料
二
】
が
初
見
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
天
正
三
年
九

月
〜
四
年
正
月
の
間
に
高
島
郡
に
入
部
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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そ
し
て
、信
重
の
高
島
郡
入
部
に
関
し
て
は
、磯
野
員
昌
に
養
子
入
り
し
た
と
す
る
所
伝
が
知
ら
れ
て
い
る（『
浅
井
三
代
記
』・『
丹
羽
家
譜
』）。

先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
信
重
の
磯
野
氏
養
子
入
り
に
つ
い
て
は
概
ね
支
持
さ
れ
て
い
る
た
め
、
考
察
を
行
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
信
重
が

高
島
郡
に
発
給
し
た
文
書
を
あ
げ
て
、
考
察
を
深
め
た
い
。

【
史
料
三
】　
「
織
田
信
重
書
状
写（

（2
（

」

　
　

�

当
谷
材
木
事
、
丹
州
可
為
如
置
目
、
幷
諸
職
人
等
取
扱
事
、
不
謂
候
、
自
然
右
之
旨
相
背
族
在
之
者
、
為
惣
前
相
支
へ
、
可
注
進
之
候
、

堅
可
加
成
敗
、
謹
言

　
　
　
　
天
正
四

　
　
　
　
　
　
極
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
信
重　
御
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朽
木　
商
人
衆
中

　
　
（
奥
書
）

　
　
右
者
、
磯
野
丹
波
守
左
馬
頭
御
養
子
ニ
し
て
高
嶋
郡
之
内
、
今
津
ゟ
南
を
知
行
し
て
、
今
津
ゟ
北
者
丹
波
守
御
隠
居
ニ
領
ス
由

【
史
料
四
】　
「
織
田
信
重
書
状（

（2
（

」

　
　
当
寺
三
屋
敷
之
儀
、
如
先
々
不
可
有
相
違
候
、
猶
員
昌
折
紙
令
披
見
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
兵

　
　
　
天
正
五
年
閏
七
月
三
日　
　
　
　
　
　
信
重
（
花
押
）

　
　
　
横
江

　
　
　
　
崇
善
寺

　
　
　
　
　
　
　

座
下

【
史
料
五
】　
『
信
長
公
記
』　
天
正
六
年
二
月
三
日
条（

（2
（

　
　

�

戊
寅
二
月
三
日
、
磯
野
丹
波
守
、
上
意
を
違
背
申
し
、
御
折
檻
な
さ
れ
、
逐
電
仕
り
、
則
ち
、
高
島
一
向
に
津
田
七
兵
衛
信
澄
、
仰
せ
つ
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け
ら
れ
候
な
り

【
史
料
六
】　
「
織
田
信
重
書
状
写（

（2
（

」

　
　
依
若
州
出
塩
荷
之
事
、
新
庄
馬
同
前
ニ
今
津
へ
も
可
相
付
候
、
往
還
不
可
有
相
違
者
也
、
仍
如
件

　
　
　
　
天
正
九
年

　
　
　
　
　
　
九
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
重
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
今
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
下
人
中

【
史
料
七
】　
「
善
法
寺
堯
清
書
状
案（

（2
（

」

　
　

�

雖
未
申
承
候
、
令
啓
達
候
、
仍
其
元
被
任
御
意
候
由
、
目
出
令
存
候
抑
神
前
御
祈
祷
弓
敷
幷
黒
革
一
枚
進
覧
候
、
御
音
信
計
候
、
将
又
、

横
山
神
用
之
事
、
近
年
有
来
候
様
ニ
、
多
胡
方
へ
被
仰
付
候
者
、
別
而
可
為
御
祈
祷
専
一
候
、
猶
委
細
使
者
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堯
清
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
三（
天
正
六
年
）

月
七
日

　
　
　
　
　
織
田
七
兵
衛
尉
殿

　
信
重
の
高
島
郡
支
配
に
つ
い
て
は
、【
史
料
三
】
が
注
目
さ
れ
る
。
内
容
は
信
重
が
高
島
郡
内
の
船
木
・
朽
木
の
商
人
衆
に
対
し
て
、
材
木

の
取
り
扱
い
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
に
「
当
谷
材
木
事
、
丹
州
可
為
如
置
目
、
幷
諸
職
人
等
取
扱
事
、
不
謂
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

材
木
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
磯
野
員
昌
（
丹
州
）
の
置
目
に
従
う
こ
と
、
船
木
・
朽
木
の
職
人
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
と
し
て
い
る
。
着

目
す
べ
き
は
「
丹
州
可
為
如
置
目
」
と
あ
る
こ
と
で
、信
重
は
員
昌
の
政
策
を
引
き
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
【
史
料
四
】
で
「
員

昌
折
紙
令
披
見
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
員
昌
が
保
障
し
た
内
容
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
着
目
す
べ
き
点
と
し
て
、【
史
料
三
】
の
奥
書
が
知
ら
れ
て
い
る
。
高
島
氏
は
「
こ
の
文
書
の
奥
書
に
は
「
右
は
磯
野
丹
波
守
左
馬
頭

御
養
子
」
と
あ
り
信
澄
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
し
た（

（2
（

。
境
界
線
と
な
っ
た
今
津
に
つ
い
て
は
、
中
ノ
川
以
北
を
員
昌
が
、
以
南
を

信
重
が
分
割
支
配
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
ず
、
磯
野
員
昌
の
養
子
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
筆
者
の
見
解
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は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
他
の
同
時
代
史
料
お
よ
び
『
信
長
公
記
』
に
「
養
子
」
の
記
載
が
一
切
な
い
こ
と
、『
信
長
公
記
』
で
は
「
磯
野

丹
波
守
員
昌
」・「
津
田
七
兵
衛
信
澄
」
と
一
貫
し
て
別
名
字
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
、
②
「
磯
野
七
兵
衛
尉
（
磯
野
信
重
）」
な
ど
と
い
っ
た

自
称
・
他
称
が
一
切
確
認
で
き
な
い
こ
と
、
③
【
史
料
三
】
の
奥
書
は
写
し
の
書
状
に
あ
り
合
字
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
江
戸
期
以

降
の
書
き
入
れ
で
あ
る
こ
と
、
④
奥
書
の
内
容
面
で
も
磯
野
員
昌
が
「
左
馬
頭
」
を
称
し
た
史
料
は
全
く
所
見
で
き
な
い
、
と
い
う
四
点
か
ら

現
状
は
不
明
と
し
た
い
。
た
だ
し
高
島
郡
の
分
割
支
配
に
つ
い
て
は
、【
史
料
四
】が
発
給
さ
れ
た
横
江
崇
善
寺
も
今
津
以
南
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
津
を
境
界
線
と
す
る
南
北
の
分
割
支
配
は
裏
付
け
が
取
れ
る
と
考
え
た
い
。

　
続
い
て
【
史
料
五
】
の
検
討
を
行
う
。
天
正
六
年
二
月
三
日
、
員
昌
が
上
意
を
違
背
し
逐
電
し
た
結
果
、「
高
島
郡
一
向
」
を
信
重
に
命
じ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
命
令
の
主
体
は
信
長
（
織
田
氏
）
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
信
重
は
高
島
郡
の
単
独
支
配
（
一
職
支
配
）

に
移
行
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。【
史
料
三・四
】
の
内
容
を
勘
案
す
る
と
、
天
正
六
年
二
月
を
も
っ
て
磯
野
員
昌
と
の
南
北
分
割
支
配
を
克

服
し
て
、織
田
一
門
の
信
重
が
高
島
郡
全
域
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
過
程
を
踏
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は【
史

料
六
】
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
。【
史
料
六
】
は
天
正
九
年
の
史
料
で
、文
中
に
「
依
若
州
出
塩
荷
之
事
、新
庄
馬
同
前
ニ
今
津
へ
も
可
相
付
候
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
狭
の
塩
荷
を
新
庄
と
同
じ
よ
う
に
、
今
津
へ
も
下
ろ
す
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
高
島
郡
は
若
狭
と
隣
接
す
る
地
域
で
あ

る
た
め
、
交
通
・
流
通
に
か
か
わ
る
高
島
郡
を
越
え
た
問
題
に
も
決
定
権
を
有
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、「
織
田
」名
字
と「
津
田
」名
字
に
つ
い
て
考
察
す
る
。【
史
料
七
】の
宛
所
は「
織
田
七
兵
衛
尉
殿
」に
な
っ
て
い
る
。
文
中
に
は「
多

胡
方
」
は
、高
島
郡
の
領
主
多
胡
氏
を
指
し
て
い
る
。
山
崎
布
美
氏
は
本
史
料
の
年
代
比
定
を
『
信
長
公
記
』
の
記
載
（【
史
料
七
】）
を
参
考
に
、

天
正
六
年
に
比
定
し
た
。
さ
ら
に
『
信
長
公
記
』
巻
十
二
（
天
正
七
年
）
以
降
は
「
織
田
七
兵
衛
信
澄
」
と
表
記
を
改
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
そ
の
理
由
を
「
天
正
六
年
二
月
に
近
江
高
島
郡
の
一
職
支
配
を
任
さ
れ
、大
溝
城
主
と
な
っ
た
事
実
に
あ
る
」
と
評
価
し
た（

（2
（

。
し
か
し
、

前
述
の
通
り
『
信
長
公
記
』
の
記
載
に
は
誤
り
が
み
ら
れ
る
た
め
、あ
く
ま
で
一
次
史
料
を
基
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。『
天
王
寺
屋
会
記
（
自

会
記
）』
天
正
六
年
九
月
卅
日
条
（【
表
１
】
№
８
）
に
は
、
御
供
衆
に
「
織
田
七
兵
衛
殿
」
が
み
ら
れ
、
細
川
昭
元
・
藤
孝
や
筒
井
順
慶
ら
と

と
も
に
、
津
田
宗
及
の
茶
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
天
王
寺
屋
会
記
（
他
会
記
）』
天
正
九
年
六
月
三
日
条
（【
表
１
】
№

15
）
に
は
、「
七
兵
衛
様
御
内
衆
」
と
し
て
「
多
胡
左
近
兵
衛
」
の
名
前
が
あ
り
、【
史
料
七
】
の
多
胡
方
と
は
、
信
重
の
家
臣
多
胡
氏
で
あ
る
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こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
天
正
六
年
九
月
に
は
少
な
く
と
も
「
織
田
七
兵
衛
尉
」
と
し
て
確
認
で
き
、
一
次
史
料
上
、「
津
田
」
名
字
を
称
し
て

い
た
こ
と
は
確
認
が
取
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
津
田
名
字
か
ら
織
田
名
字
に
名
字
が
改
称
さ
れ
た
と
す
る
従
来
の
見
解
に
は
首
肯
で
き
な
い
。
む

し
ろ
、
信
重
は
一
貫
し
て
「
織
田
名
字
」
を
称
し
て
い
た
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
な
お
高
島
郡
に
隣
接
す
る
若
狭
国
を
管
轄
し
た
の
は
丹
羽
長
秀
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
長
秀
も
ま
た
高
島
郡
地
域
に
関
与
し

て
い
た
こ
と
に
も
着
目
し
た
い
。
丹
羽
長
秀
の
関
与
を
示
す
史
料
と
し
て
は
、
元
亀
四
年
～
天
正
二
年
に
か
け
、
山
城
国
加
茂
神
社
神
主
森
左

京
大
夫
（
の
ち
民
部
卿
）
に
対
し
、
高
島
郡
安
曇
川
庄
の
神
領
を
安
堵
し
て
い
る
文
書
が
三
通
現
存
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
ほ
か
、
天
正
四
年
比
定

正
月
十
六
日
付
け
「
織
田
信
長
朱
印
状
写
（
羽
柴
筑
前
守
宛
て（

（3
（

）」
に
は
「
江
州
中
郡
・
同
高
島
郡
・
若
州
人
数
可
罷
立
之
旨
惟
住
か
た
へ
申

遣
候
」
と
あ
り
、
長
秀
が
高
島
郡
を
含
む
若
狭
国
・
近
江
国
北
西
部
の
軍
事
指
揮
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
山
城
加
茂
神
社
の

神
領
安
堵
に
つ
い
て
は
、磯
野
員
昌
の
高
島
郡
支
配
の
時
期
に
重
な
る
。
一
方
で
軍
事
指
揮
権
の
問
題
は
、天
正
四
年
正
月
で
あ
り
、【
史
料
二
】

と
同
時
期
と
な
る
こ
と
か
ら
、
員
昌
や
信
重
の
上
位
に
丹
羽
長
秀
が
位
置
し
て
お
り
、
天
正
四
年
時
点
の
長
秀
は
若
狭
と
近
江
の
一
部
地
域
に

ま
た
が
る
寄
親
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。

　
長
秀
と
信
重
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
天
正
八
年
、
安
土
城
周
辺
の
普
請
に
丹
羽
長
秀
ら
と
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
信
長
よ

り
、
慰
労
と
し
て
長
秀
は
近
江
国
佐
和
山
へ
、
信
重
は
同
国
高
島
郡
へ
帰
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
（【
表
２
】
№
16
）。
さ
ら
に
天
正
十
年
五
月

二
十
一
日
、信
長
か
ら
、堺
に
来
る
徳
川
家
康
の
接
待
役
を
長
秀
と
共
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、共
に
大
坂
に
参
着
し
て
い
る（【
表
２
】№
22
）。【
史

料
六
】
も
勘
案
す
る
と
、こ
の
よ
う
に
長
秀
と
信
重
は
近
隣
の
領
主
と
し
て
連
携
し
、織
田
氏
の
職
務
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

軍
事
面
の
動
向

　
本
節
で
は
、織
田
信
重
の
軍
事
行
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
い
き
た
い
。ま
ず
、『
信
長
公
記
』に
は
信
重
の
軍
事
行
動
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。

『
信
長
公
記
』
に
み
ら
れ
る
動
向
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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①
越
前
一
向
一
揆
攻
め
へ
の
従
軍
（【
表
２
】
№
２
）、
②
摂
津
国
の
石
山
本
願
寺
攻
め
へ
の
従
軍
（【
表
２
】
№
６
）、
③
播
磨
国
兵
庫
・
明

石・高
砂
間
の
対
海
賊
警
固
（【
表
２
】
№
７
）、
④
摂
津
国
茨
木
へ
の
従
軍
（【
表
２
】
№
９
）、
⑤
摂
津
国
伊
丹
（
有
岡
）
城
攻
め
へ
の
従
軍・

城
主
荒
木
久
左
衛
門
（
池
田
知
正
）
の
退
去
後
、「
城
中
警
固
」
と
し
て
入
城
（【
表
２
】
№
14
）、⑥
和
泉
国
槇
尾
寺
の
坊
舎
の
破
却
（【
表
２
】

№
19
）、
⑦
甲
斐
武
田
氏
攻
め
へ
の
参
陣
（【
表
２
】
№
21
）。

　
こ
こ
で
、『
信
長
公
記
』に
み
ら
れ
る
軍
事
行
動
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。主
に
大
坂・茨
木・有
岡
城（
摂
津
国
）、槇
尾（
和
泉
国
）、

兵
庫
・
明
石
・
高
砂
（
播
磨
国
）
と
い
っ
た
畿
内
近
国
へ
の
軍
事
行
動
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
信
重
の
所
領
が

近
江
国
高
島
郡
と
い
う
畿
内
近
国
に
あ
る
こ
と
が
理
由
と
な
ろ
う
。
谷
口
氏
は
こ
う
し
た
信
重
の
軍
事
行
動
に
つ
い
て
「
織
田
軍
の
遊
撃
軍
団

の
一
つ
」
と
評
価
し
た（

（3
（

。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
次
の
史
料
を
あ
げ
て
検
討
を
深
め
た
い
。

【
史
料
八
】　
『
兼
見
卿
記
』　
天
正
七
年
三
月
四
日
条（

（3
（

　
　
□〔
四
〕日

、
己
酉
、�

中
将
信
忠
卿
御
上
洛
、
為
御
礼
罷
出
、
今
日
者
無
対
面
、
皈
、
参
近
衛
殿
、
御
対
面
、
七
兵
衛
尉
上
洛
、
罷
向
之
処
今
朝

出
陣
也

【
史
料
九
】　
『
兼
見
卿
記
』　
天
正
八
年
八
月
三
日
条

　
　
三
日
、
庚
子
、
侍
従
腫
物
横
根
以
外
相
煩
之
間
、
召
寄
洞
庵
治
、
大
坂
退
城
云
々
、
七
兵
衛
尉
下
向
云
々

【
史
料
十
】　
『
天
王
寺
屋
会
記　
他
会
記
』　
天
正
八
年
十
一
月
廿
六
日
条（

（3
（

　
　
同
霜
月
廿
六
日　

�

大
坂
へ
見
廻
申
候
、
織
田
七
兵
衛
殿
に
て
御
放［
咄
］在

之
、
蜂
屋
兵
庫
殿
に
て
大
壺
拝
見
候
、
七
斤
斗
入
、
壺
一
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
事
ニ
候
、
従
若
州
出
た
る
壺
也
、
こ
ぶ
二
ツ
ア
リ
、　
ロ
ク
ロ
三
ス
ヂ
、
遠
山
ア
リ

【
史
料
十
一
】　
『
兼
見
卿
記
』
天
正
九
年
九
月
六
日
条

　
　
六
日
、
丁
卯
、�

普
請
内
山
新
堀
也
、
去
二
日
伊
賀
国
へ
御
出
勢
、
自
東
伊
勢
国
司
、
北
七
兵
衛
尉
・
瀧
川
・
惟
住
五
郎
左
衛
門
尉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
南
筒
井
順
慶
、
至
今
日
国
端
ニ
放
火
、
未
一
途
之
由
沙
汰
也
、
自
江
州
日
野
安
部
井
弥
左
衛
門
尉
祈
念
之
音
信
、

　
　
　
　
　
　
　
　
青
銅
百
疋
、
修
理
進
取
次
之
、

　
【
史
料
八
】に
は
、天
正
七
年
三
月
四
日
に
、織
田
信
忠（
信
長
嫡
子
）と
信
重
が
上
洛
し
た
こ
と
、信
重
は
今
朝
出
陣
す
る
こ
と
、が
判
明
す
る
。
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織
田
信
忠
に
つ
い
て
は
、
天
正
三
十
一
月
二
十
八
日
に
信
長
よ
り
織
田
家
家
督
の
譲
渡
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
降
の
信
忠
は
、
信
長
に
代
わ
っ

て
総
大
将
を
務
め
、
軍
事
行
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
天
正
七
年
三
〜
四
月
時
点
の
信
忠
は
、
摂
津
国
有
岡
城
の
包
囲
戦
の

た
め
在
陣
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（『
信
長
公
記
』）。
信
重
も
前
述
の
動
向
（【
表
２
】
№
14
）
か
ら
、有
岡
城
攻
め
に
従
軍
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
文
中
の
「
出
陣
」
も
信
忠
の
軍
事
指
揮
下
に
従
っ
て
有
岡
城
攻
め
に
参
戦
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
前
述
し
た
「
織
田
信
長
朱
印

状
写
」
を
勘
案
す
る
と
、
信
重
は
従
兄
弟
の
信
忠
の
軍
事
指
揮
下
に
従
う
存
在
に
変
質
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。【
史
料
九
】
に
は
天
正
八

年
八
月
よ
り
、
信
重
は
本
願
寺
の
大
坂
退
去
と
入
れ
替
わ
り
、
大
坂
に
下
向
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
【
史
料
十
】
か
ら
、
大
坂
を

拠
点
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
信
重
は
本
能
寺
の
変
直
後
、
大
坂
城
で
従
兄
弟
の
信
孝
に
殺
害
さ
れ
て
い
る
た
め
、
死
去
す
る
ま
で
拠
点

と
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

　
加
え
て
【
史
料
六
】
を
勘
案
す
る
と
、
近
江
国
高
島
郡
と
大
坂
に
二
つ
の
拠
点
を
有
し
て
い
た
と
評
価
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
信
重
は
、
有

岡
城
攻
め
後
に
城
中
警
固
を
任
さ
れ
る
な
ど
、戦
後
処
理
の
経
験
も
評
価
さ
れ
、大
坂
と
い
う
戦
略
的
要
地
の
管
理
も
任
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。

な
お
【
史
料
十
一
】
で
は
、
伊
賀
国
へ
も
出
陣
し
、
信
忠
実
弟
の
信
雄
（
伊
勢
国
司
）
に
従
い
、
伊
賀
の
北
部
に
在
陣
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
以
上
の
よ
う
に
信
重
は
、
織
田
政
権
下
の
戦
闘
に
積
極
的
に
従
軍
・
貢
献
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四　

政
治
的
地
位
の
検
討

　
本
節
で
は
、
信
重
の
織
田
家
中
に
お
け
る
政
治
的
地
位
を
検
討
す
る
。
ま
ず
は
、
安
土
宗
論
へ
の
関
わ
り
を
検
討
す
る
。
安
土
宗
論
は
天
正

七
年
五
月
、
法
華
宗
の
僧
（
京
都
十
六
本
山
）
と
浄
土
宗
の
僧
の
間
で
行
わ
れ
た
宗
論
を
指
し
、
信
長
ら
織
田
家
が
裁
定
を
下
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
安
土
宗
論
に
際
し
「
信
長
様
御
名
代
」・「
上
位
ヨ
リ
ノ
御
名
代
」
と
し
て
立
ち
会
う
（「
因
果
居
士
自
筆
安
土
問
答
」・「
安
土

問
答
」・「
安
土
宗
論
実
録
」）。『
信
長
公
記
』
で
は
「
寺
中
警
固
」
に
任
命
さ
れ
る
が
（【
表
２
】
№
13
）、「
因
果
居
士
自
筆
安
土
問
答
」
な
ど

は
宗
論
参
加
者
（
判
者
）
の
記
録
で
あ
る
た
め
、「
信
長
の
御
名
代
」
が
正
確
で
あ
る
。
そ
し
て
信
長
の
名
代
を
信
重
が
務
め
た
こ
と
は
、
織

田
一
門
と
し
て
、伯
父
信
長
の
名
代
を
務
め
る
ほ
ど
、信
任
を
得
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
京
都
十
六
本
山
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
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次
に
掲
げ
る
史
料
が
現
存
し
て
い
る
。

【
史
料
十
二
】「
織
田
信
重
書
状（

（3
（

」

　
　
就
在
陣
之
儀
、
為
音
信
、
青
銅
二
千
疋
贈
給
候
、
祝
着
之
至
候
、
猶
堀
田
弥
次
左
衛
門
尉
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
右
兵
衛
尉

　
　
　
霜
月
朔
日　
　
　
　
　
信
重　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
諸
寺
代

　
　
　
　
　
　
　
大
雄
房
回
報

【
史
料
十
三
】「
堀
田
秀
勝
副
状（

（3
（

」

　
　

�　
在
陣
為
御
音
信
、
七
兵
江
鵞
眼
二
千
疋
令
披
露
、
則
以
直
札
被
申
入
候
、
猶
以
依
拙
者
能
々
相
心
得
、
可
申
達
旨
候
、
随
而
吾
等
へ

五
百
疋
被
懸
御
意
候
、
御
懇
志
之
段
、
本
望
至
極
候
、
可
然
様
御
寺
中
へ
可
預
御
心
得
候
、
ゝ
曲
御
使
へ
申
入
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
田
弥
次
左
衛
門
尉

　
　
十
一
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
秀
勝
（
花
押
）

　
　
諸
寺
代

　
　
大
雄
房

　
　
　
　
　
　
尊
答

　
【
史
料
十
二
】【
史
料
十
三
】
は
、
京
都
の
頂
妙
寺
に
伝
来
し
た
文
書
で
あ
り
、
京
都
法
華
宗
寺
院
の
共
有
文
書
で
あ
る
と
さ
れ
、
中
尾
堯

氏
が
紹
介
さ
れ
た（

（3
（

。「
諸
寺
」
は
京
都
十
六
本
山
を
指
し
、
天
文
法
華
の
乱
後
に
復
帰
し
た
京
都
法
華
宗
の
中
心
的
な
諸
寺
院
で
あ
る
。
そ

の
た
め
宛
所
の
「
大
雄
房
」
は
、
京
都
十
六
本
山
の
代
表
（
諸
寺
代
）
と
し
て
信
重
・
秀
勝
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。【
史
料

十
二・十
三
】
か
ら
、
在
陣
の
音
信
と
し
て
、
信
重
が
青
銅
二
千
疋
を
受
け
取
っ
た
こ
と
、
堀
田
秀
勝
が
感
謝
を
伝
え
て
い
る
。【
史
料
十
三
】

を
発
給
し
た
堀
田
弥
次
左
衛
門
尉
秀
勝
は
信
重
家
臣
で
あ
り
、信
重
と
共
に
首
を
さ
ら
さ
れ
た「
堀
田
次
左
衛
門
」と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う（『
天

王
寺
屋
会
記　
他
会
記
』天
正
十
年
六
月
五
日
条
）。
ま
た【
史
料
十
二・十
三
】の
年
代
比
定
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、比
定
を
試
み
た
い
。
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ま
ず
本
史
料
に
み
ら
れ
る
信
重
花
押
は
、天
正
九
年
時
の
発
給
文
書
（【
史
料
六
】）
と
同
じ
で
あ
り
、同
五
年
の
花
押
型
と
は
異
な
る
（【
史

料
四
】）。
そ
し
て
信
重
は
天
正
十
年
六
月
五
日
に
死
去
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
史
料
は
、
天
正
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
同
九
年
十
一
月
一

日
の
間
に
発
給
さ
れ
た
と
絞
り
込
め
る
。
さ
ら
に
信
重
と
京
都
十
六
本
山
の
関
係
性
は
、
信
重
が
安
土
宗
論
に
て
信
長
の
名
代
を
務
め
て
以
来

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
天
正
七
年
以
降
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
こ
で
文
中
の
「
在
陣
」
に
つ
い
て
着
目
す
る
。
天
正
七
年
十
一
月

十
九
日
に
有
岡
城
の
「
城
中
警
固
」
と
し
て
入
城
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（『
信
長
公
記
』）、
天
正
七
年
比
定
で
あ
る
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。

　
ま
た
織
田
一
門
衆
に
お
け
る
地
位
と
し
て
は
、『
信
長
公
記
』
の
記
載
か
ら
、「
織
田
信
忠
・
信
雄
・
信
包
・
信
孝
」
に
つ
い
で
有
力
な
地
位

に
あ
っ
た
と
す
る
谷
口
氏
の
見
解
が
あ
り（

（4
（

、
山
崎
氏
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る（

（4
（

。
こ
こ
で
筆
者
は
、
年
未
詳
「
織
田
信
孝
書
状（

（4
（

」
を
あ
げ
た
い

（【
表
１
】
№
18
）。
こ
の
書
状
で
は
信
孝
が
「
七
兵
衛
様　
御
宿
所
」
と
宛
所
を
記
し
、
交
流
を
図
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
信
重
は
厚
礼
の
扱

い
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
少
な
く
と
も
信
重
は
、
従
兄
弟
の
信
孝
か
ら
敬
意
を
払
わ
れ
る
存
在
で
は
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五　

山
本
家
文
書
の
「
堀
田
秀
勝
書
状
」
に
関
す
る
検
討

　
本
節
で
は
、「
山
本
家
文
書
」
に
伝
来
し
た
「
堀
田
秀
勝
書
状
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
ま
ず
「
山
本
家
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
高
島
市

船
木
の
旧
材
木
座
に
属
し
た
山
本
家
の
家
伝
文
書
で
あ
る
。
と
く
に
詳
細
な
調
査
は
『
安
土
城
・
織
田
信
長
関
連
文
書
調
査
報
告
書
』（
以
下

『
報
告
書
』
と
表
記
）
の
作
成
過
程
で
行
わ
れ
、「
堀
田
秀
勝
書
状
」
全
四
通
な
ど
が
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
た（

（4
（

。
た
だ
管
見
の
限
り
、
先
行
研
究
で

の
引
用
や
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
一
部
検
討
を
行
う
。
ま
ず
は
関
係
す
る
史
料
を
掲
げ
る
。

【
史
料
十
四
】「
堀
田
秀
勝
書
状（

（4
（

」

　
　
　
　

 

尚
以
御
馳
走
候
て
御
出
肝
要
ニ
存
候
、
以
上
、

　
　

�

安
土
大
宝
坊
之
材
木
、
其
浜
迄
付
候
て
、
在
之
由
候
、
然
者
大
宝
坊
重
々
信
重
様
江
御
理
之
事
候
て
、
無
異
議
候
様
ニ
被
入
精
可
被
通
候
、

自
然
舟
な
と
無
都
合
候
者
、
是
又
二
三
艘
可
有
御
馳
走
候
、
尚
期
後
音
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
弥
次
左
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卯
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
秀
勝
（
花
押
）

　
　
　
　
　
保
勘
左

　
　
　
　
太
夫
ま
い
る
御
宿
所

【
史
料
十
五
】「
堀
田
秀
勝
書
状（

（4
（

」

　
　

�

自
久
太
郎
殿
御
木
材
之
届
被
仰
候
て
、
無
別
義
被
仰
付
候
て
、
可
然
存
候
、
尚
追
而
可
申
述
候
、
其
浜
ニ
御
入
候
材
木
之
事
候
、
尚
以
別

義
な
く
御
出
肝
要
ニ
存
候
、　
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
弥
二
左

　
　
　
　
五
月
二
日　
　
　
　
　
　
　

秀
勝
（
花
押
）

　
　
　
　
　

 

伴
式

　
　
　
　
　
　
保
勘
左

　
　
　
　
　
　
太
夫
ま
い
る
御
宿
所　

　
【
史
料
十
四
】
に
つ
い
て
、『
報
告
書
』
で
は
「
保
勘
左
・
太
夫
」
を
船
木
の
材
木
商
人
と
、
堀
田
秀
勝
を
「
材
木
の
伐
り
出
し
か
ら
送
り
出

し
ま
で
湖
西
の
材
木
取
扱
を
管
掌
す
る
役
人
」
と
評
価
し
た
。
文
中
に
「
大
宝
坊
重
々
信
重
様
江
御
理
之
事
候
て
」
と
あ
る
た
め
、
信
重
の
許

可
を
得
て
、高
島
郡
の
木
材
を
安
土
ま
で
提
供
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
土
大
宝
坊
に
つ
い
て
は
、『
信
長
公
記
』
天
正
十
年
五
月
十
五
日
条
で
、

徳
川
家
康
は
宿
坊
と
し
て
入
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
年
代
比
定
に
つ
い
て
は
安
土
城
築
城
が
天
正
四
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天

正
四
年
か
ら
十
年
の
間
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
確
証
は
な
い
と
断
り
を
入
れ
つ
つ
も
、【
史
料
十
四
】
が
大
宝
坊
の
新
築
あ
る
い
は
改
築
に
伴

う
も
の
で
あ
れ
ば
、
天
正
十
年
に
絞
ら
れ
る
と
し
て
い
る（

（4
（

。
し
か
し
、
大
宝
坊
の
改
築
や
新
築
が
天
正
十
年
に
行
わ
れ
た
確
証
は
取
れ
な
い
た

め
、
や
は
り
年
代
比
定
は
「
天
正
四
〜
十
年
の
間
」
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
【
史
料
十
五
】
に
「
自
久
太
郎
殿
御
木
材
之
届
被
仰

候
」
と
あ
り
、
こ
の
「
久
太
郎
」
を
堀
久
太
郎
秀
政
に
比
定
し
、「
堀
の
安
土
屋
敷
の
修
復
ま
た
は
新
築
に
関
わ
る
も
の
」
と
評
価
し
た（

（4
（

。
し

か
し
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
史
料
の
文
言
か
ら
は
安
土
あ
る
い
は
屋
敷
の
修
復
に
関
す
る
十
分
な
根
拠
が
な
い
た
め
、
木
材
の
具
体
的
用
途
は
不

明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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こ
こ
で
、【
史
料
十
四・十
五
】の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。ま
ず
は
材
木
商
人
に
堀
田
秀
勝
が
文
書
を
発
給
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。【
史

料
三
】
で
は
船
木
・
朽
木
の
商
人
中
に
信
重
が
保
証
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
信
重
の
地
位
が
向
上
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま

た
【
史
料
十
三
】
で
信
重
の
副
状
を
発
給
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
単
な
る
「
材
木
を
取
り
扱
う
役
人
」
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
当
主
の
意

思
を
保
証
・
代
行
す
る
重
臣
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
高
島
郡
の
材
木
を
安
土
へ
提
供
し
た
り
、
堀
秀
政
の
材
木
の
注
文
に
応
じ
た

り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
島
郡
を
支
配
す
る
信
重
は
織
田
政
権
へ
積
極
的
な
貢
献
を
し
て
お
り
、
材
木
商
人
た
ち
へ
の
具
体
的
指
示
は
家
臣

の
堀
田
秀
勝
が
担
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
織
田
信
重
に
つ
い
て
、
織
田
家
家
中
に
お
け
る
政
治
的
地
位
や
役
割
、
所
領
で
あ
る
高
島
郡
支
配
に
関
し
て
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
以
下
を
検
討
結
果
と
し
て
あ
げ
る
。

　
政
治
的
地
位
は
織
田
信
長
の
甥
と
し
て
、
元
服
前
か
ら
重
用
さ
れ
、
吉
田
兼
見
や
津
田
宗
及
と
の
関
わ
り
が
見
ら
れ
た
。
特
に
兼
見
と
の
取

次
は
、
信
長
異
母
兄
の
信
広
の
直
後
か
ら
見
ら
れ
、
信
重
は
伯
父
信
広
か
ら
役
割
を
一
部
引
き
継
い
だ
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
天
正
四
年
か
ら
高
島
郡
支
配
に
関
わ
り
、
磯
野
員
昌
出
奔
後
は
高
島
郡
の
全
域
支
配
を
行
っ
た
。
し
か
し
あ
く
ま
で
磯
野
家
養
子
入
り
は
判

断
材
料
が
乏
し
く
不
明
で
あ
る
。
加
え
て
、
高
島
郡
支
配
に
は
丹
羽
長
秀
の
関
与
も
み
ら
れ
、
高
島
郡
全
域
の
支
配
は
、
磯
野
員
昌
と
の
分
割

支
配
の
時
期
を
経
て
、
天
正
六
年
に
分
割
支
配
を
克
服
す
る
と
い
う
過
程
を
踏
ん
で
お
り
、
徐
々
に
確
立
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正

六
年
以
降
、
織
田
家
中
に
お
い
て
信
重
は
活
動
の
幅
を
ひ
ろ
げ
た
。
安
土
宗
論
に
際
し
て
は
信
長
の
名
代
を
務
め
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
事
で

あ
る
。
な
お
「
津
田
」
名
字
は
一
次
史
料
上
、
確
認
で
き
ず
、「
織
田
」
名
字
を
称
し
て
い
た
と
指
摘
し
た
。

　
軍
事
面
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
古
記
録
・
書
状
や
『
信
長
公
記
』
を
検
討
し
た
結
果
、
畿
内
近
国
で
の
軍
事
活
動
が
主
で
あ
り
、
従
兄
弟
の

信
忠
や
信
雄
の
指
揮
下
で
従
軍
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
天
正
八
年
以
降
、
石
山
本
願
寺
の
跡
地
で
あ
る
大
坂
を
拠
点
に
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
信
長
は
実
子
で
は
な
い
信
重
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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年
未
詳
の
文
書
で
あ
っ
た
【
史
料
十
三・十
四
】
を
天
正
七
年
十
一
月
一
日
に
比
定
し
た
。
ま
た
堀
田
秀
勝
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
、
信

重
の
意
を
受
け
て
、
高
島
郡
内
の
材
木
の
管
理
や
副
状
発
給
を
行
う
有
力
な
家
臣
で
あ
る
と
評
価
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
信
重
は
、
幼
少
の
時
期
よ
り
伯
父
信
長
の
も
と
で
活
動
し
て
お
り
、
当
初
吉
田
兼
見
と
の
取
次
を
担
っ
て
い
た
。
近
江
国
高

島
郡
に
入
部
し
て
以
降
、
天
正
六
年
を
境
に
郡
内
の
全
域
支
配
を
達
成
し
た
。
天
正
六
年
以
降
は
、
従
兄
弟
信
忠
の
軍
事
指
揮
下
で
軍
事
行
動

を
行
っ
た
ほ
か
、
信
長
の
名
代
と
し
て
安
土
宗
論
に
臨
ん
だ
。
ま
た
高
島
郡
船
木
の
材
木
を
安
土
へ
提
供
す
る
な
ど
、
織
田
政
権
下
で
幅
広
い

活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
明
智
光
秀
と
の
関
わ
り
は
一
次
史
料
な
ど
で
明
確
で
は
な
く
、
本
能
寺
の
変
に
際
し
て
の
信
重

の
動
向
な
ど
十
分
に
検
討
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）　
『
新
訂　
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
八
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
）
一
八
六
頁
。

（
２
）　
『
多
聞
院
日
記
』
天
正
十
年
六
月
五
日
条
。

（
３
）�　
和
田
裕
弘
『
織
田
信
忠
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
九
年
）。
な
お
織
田
信
忠
（
信
長
嫡
子
）
の
初
名
も
信
重
で
あ
る
が
、
理
由
は
不
明
と
し
て
い
る
。

（
４
）　
「
大
溝
築
城
」（『
高
島
町
史
』
近
世
前
期
編　
一
章　
織
豊
政
権　
三
節
、
一
九
八
三
年
）。

（
５
）　
谷
口
克
広
編
『
織
田
信
長
家
臣
人
名
辞
典
』
第
二
版
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、
初
版
一
九
九
五
年
）
一
二
〇
～
二
一
頁
。

（
６
）　
「
織
田
政
権
と
湖
西
」（『
今
津
町
史
』
第
二
巻　
近
世
第
一
章
第
一
節
、
一
九
九
九
年
）。

（
７
）　
岡
田
正
人
編
『
織
田
信
長
総
合
事
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
）。

（
８
）　
山
崎
布
美
「
織
田
一
族
に
お
け
る
家
中
秩
序
」（『
日
本
歴
史
』
第
七
四
五
号
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
９
）　
註
（
５
）。

（
10
）　
「
信
長
と
安
土
時
代
」（『
滋
賀
県
史
』 

第
三
巻　
第
四
編
第
一
章
第
五
節
、
一
九
二
九
年
）。

（
11
）　
永
島
福
太
郎
編
『
天
王
寺
屋
会
記　
解
説　
上
下
』（
淡
交
社
、
一
九
八
九
年
）。

（
12
）　
奥
野
高
広
・
岩
沢
愿
彦
註
『
信
長
公
記
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
九
年
）。
な
お
本
書
は
陽
明
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
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（
13
）　
金
子
拓
校
註
『
増
補
改
訂　
兼
見
卿
記
』　
第
一
（
二
木
書
店
、
二
〇
一
四
年
）

（
14
）　
註
（
５
）
一
三
三
～
三
四
頁
。

（
15
）　
註
（
５
）。

（
16
）　
註
（
６
）。

（
17
）　
功
刀
俊
宏
・
柴
裕
之
編
『
丹
羽
長
秀
文
書
集
』（
戦
国
史
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
）
三
十
六・三
十
七
号
。

（
18
）　
註
（
６
）。

（
19
）　
註
（
６
）。

（
20
）　
「
於
饗
庭
庄
為
調
宝
書
類
写
」（
註
（
６
）
四
三
頁
）

（
21
）　
「
大
江
保
河
上
往
古
中
古
近
代
集
入
雑
記
」（『
今
津
町
史
』
第
四
巻　
資
料
編
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
22
）�　
『
安
土
城
・
織
田
信
長
関
連
文
書
調
査
報
告
書　
十
一　
山
本
家
文
書
目
録
（
旧
近
江
国
高
島
郡
南
船
木
村
）』（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）
A
１
号
。

（
23
）　
『
高
島
郡
誌
』（
滋
賀
県
高
島
郡
教
育
委
員
会
、
一
九
二
七
年
）
五
四
三
頁

（
24
）　
註
（
11
）

（
25
）　
「
川
原
林
文
書
」（
東
大
史
料
編
纂
所
影
写
本
）。

（
26
）　
菊
大
路
家
文
書
、『
大
日
本
古
文
書　
家
わ
け
文
書　
石
清
水
文
書
之
六
』
三
九
八
号
。

（
27
）　
註
（
６
）。

（
28
）　
註
（
８
）。

（
29
）　
功
刀
俊
宏
「
織
田
権
力
の
若
狭
支
配
」（
戦
国
史
研
究
会
編
『
織
田
権
力
の
領
域
支
配
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。

（
30
）　
註
（
17
）
四
〇
号
・
四
四
号
・
五
〇
号
。

（
31
）　
註
（
17
）
参
考
三
一
号
。

（
32
）　
註
（
５
）。

（
33
）　
註
（
13
）。

181 誉田航平　　織田七右兵衛尉信重の基礎的研究



（
34
）　
註
（
11
）。

（
35
）�　
註
（
５
）、
加
藤
益
幹
「
織
田
信
忠
へ
の
権
限
委
譲
」（
柴
裕
之
編
『
織
田
氏
一
門
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
、
初
出
二
〇
〇
八
年
）、
柴
裕
之
「
総
論　
織
田

信
長
の
御
一
門
衆
と
政
治
動
向
」（
同
編
『
織
田
氏
一
門
』、
二
〇
一
六
年
）。

（
36
）　
大
畑
博
嗣
「
安
土
宗
論
に
お
け
る
法
華
宗
と
信
長
政
権
の
動
向
に
つ
い
て
」（『
佛
教
史
研
究
』
第
四
五
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
37
）　
「
京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
」（『
頂
妙
寺
文
書
・
京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類　
一
』　
）
一
二
一
頁
、
一
二
五
号
。

（
38
）　
註
（
37
）
一
二
二
頁
、
二
六
号
。

（
39
）　
中
尾
堯
「
寺
院
共
有
文
書
と
寺
院
結
合
」（『
日
本
古
文
書
学
会
』
第
三
五
号
、
一
九
九
一
年
）。

（
40
）　
註
（
５
）。

（
41
）　
註
（
８
）。

（
42
）　
泰
巖
歴
史
美
術
館
所
蔵
文
書
。

（
43
）　
註
（
22
）。

（
44
）　
註
（
22
）
C
一
一
号
。

（
45
）　
註
（
22
）
C
一
三
号
。

（
46
）　
註
（
22
）。

（
47
）　
註
（
22
）。

〔
付
記
〕�

本
稿
脱
稿
の
後
に
、
林
先
生
の
訃
報
に
接
し
た
。
林
先
生
に
は
私
の
修
士
論
文
で
主
査
を
つ
と
め
て
頂
い
た
ほ
か
、
公
私
と
も
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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